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 先程まで，私は 1 万匹を越える魚類標本の整理をしていました（いや，全体では 4 万匹

を越えるので，正確にはまだ完了していない）．これらは 1960 年代に日本各地で採集され

た淡水・汽水魚です．自分の研究のためではなく，未来の人類が研究や政策決定のために使

えるようにするために･･･． 

 

皆さんは博物館と聞くと，展示物またはそれらが

並んだ展示室をまずはイメージするのではないで

しょうか．でも，博物館はそのイメージと一致しな

い部分も多いのです．世界的には「博物館とは，社

会とその発展に貢献するため，有形，無形の人類の

遺産とその環境を，教育，研究，楽しみを目的とし

て収集，保存，調査研究，普及，展示する，公衆に

開かれた非営利の常設機関である．」と定義されて 

います（注：ICOM での定義．現在は再定義の議論中）．そう，展示よりも収集，保存，調

査研究が重要な場合がある（むしろ多い）のです．国立科学博物館（以下，科博）で魚類の

研究や魚類標本の管理をしている私も，展示関連の仕事よりも標本の収集・保管に費やす時

間の方が多くなっています． 

 

さて，冒頭の 1960 年代の魚類標本の整理ですが，なぜ，未来の研究や政策決定に役立つ

可能性があるのでしょうか．実はそれらの標本は，その魚種が，その日，その場所に，その

サイズで，一緒に採られた魚種とともに存在していたことの確かな証拠だからです（これら

の情報の集合体を生物多様性情報と言います）．真っ先に思い付くのは，現在との比較でし

ょう．1960 年代は日本の高度経済成長期であり，既に各地で開発が行われていたことが容

易に推測できますが，それでも「現在の河川で採れる魚種や数とは違う」と標本を整理して

いるだけでも直感します．このリレーコラムのために，科博の魚類コレクションにて，①上

記の標本（当時の研究者の一人により収集・保管されていた標本）をメインとしたもの，②

同時期に資源調査等の目的で収集された標本をメインとしたもの，③科博の研究者により

2017～2019年に採集された標本をメインとしたものの 3グループで手短に解析しただけで

も，それが示されました（表 1）．もちろん，粗い解析での結果であり，採集の場所，目的，

方法，技量も異なりますが，当時と現在の魚類相の違いを示していると言えそうです． 

  

 

1965年6月に青森県清水川で採集さ

れた魚類の標本 



 

また，いつ何処に何が居たかの情報だけ

でなく，標本が残っていることがさらに

重要になります．冒頭の標本を例に挙げ

てみましょう．1960 年代の魚類標本に

は劣化しているものの DNA が残って

います．胃内容物からは当時の餌生物の

内訳が分かるでしょう．マイクロプラス

チックや汚染物質も体内に残っている 

かもしれません．そう，タイムトラベルはまだ実現していませんが，技術の進歩や着想次第

で，1960 年代の日本の河川に生息する魚類やその周囲の様々な情報を引き出せるのです．

その結果，当時の遺伝的多様性の把握，ネオニコチノイド系農薬の影響の検討，汚染物質の

蓄積の有無・程度の研究が行えるでしょう． 

 

残念ながら，近年の日本の博物館の状況では，博物館とその職員だけがどれほど努力して

も未来の人類のために理想的な数・質の標本を残すことができません．それでも，少しでも

多くの標本を残す努力が各地の博物館でなされています． 

 

文字どおり，日の当たらない場所で出番を待つ（魚類）標本は，人類の財産であり，過去

と未来の架け橋とも言えるのです． 
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表１．1960 年代（①②）と 2017～2019 年（③）の調査での

採集魚種数および個体数（各平均） 

  

1地点 1調査 

での採集種数 

1日での 

採集種数 

1日での 

採集個体数 

グループ① 5.5 6.7 176.3 

グループ② 11.1 15.5 1554.3 

グループ③ 3.7 5.1 22.0 

採集地点数は約 100～約 1300，採集日は延べ約 60～約 700 日 
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